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研究成果の概要（和文）：英語の好韻律性を明らかにするための実証的研究として、本研究は英語のチャンツに関して
提案されている「音節配置アルゴリズム」を用い、一般的な歌の韻律格子と音節のマッピングについて、このアルゴリ
ズムでどの程度まで予測できるのかを検討し、予測から外れるケースについて考察を加えた。また、英語とは類型論的
にリズムが異なる日本語のマッピングとの比較を通して２つの言語における超分節音的特徴の相違点を指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study, as part of empirical research on English eurhythmy, examined to what 
extent the so-called “Syllabic Distribution Algorithm” proposed for English chants would predict the 
text-tune mapping in vocal music in general. An analysis was conducted of cases where the prediction 
failed, and also a comparative study of text-tune mapping in English and Japanese was made to indicate 
different characteristics of their suprasegmental features.

研究分野： 英語音声学・音韻論

キーワード： 英語　音声学　強勢　音節　高低アクセント
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１．研究開始当初の背景 
（１）本研究の前段階として、変異理論の枠
組みにおける現代イギリス英語の強勢変異
形出現メカニズムの分析を行ってきた。英語
母語話者を被験者とする実験から、第一強勢
の変異形が現れる音声的要因、統語的要因を
明らかにしてきたが、被験者の音声的振る舞
い の 背 後 に あ る 、 英 語 の 好 韻 律 性
(eurhythmy)について、時間軸に沿った強勢
の刻み方という観点から実証的研究を行う
ことを目指した。 
 
（２）従来、英語の強勢移動(stress shift)は、
強勢の置かれた連続する２つの音節が引き
金となる局所的現象として記述されてきた。
しかし、引き金としての強勢衝突 (stress 
clash)がないにもかかわらず、強勢が移動し
ているように見える例に着目し、その分析を
通して、強勢移動は単に連続する音節間で起
こるという記述では不十分で、それらが同一
句にあることが必須であり、句頭へのアクセ
ント付与（ヘイズ(Hayes 1984)らの韻律音韻
論で展開されている「句規則」）が関与する
ことが強勢変異研究によって明らかになっ
てきた。 
 
（３）イギリス英語母語話者 21 名を被験者
とする実験結果から、強勢衝突が放置されて
いるかのように見える例（prematúre fáll 
frosts）について音響分析を行うと、第一強
勢を置いた-ture を伸ばし（境界直前の音節
の長化）、境界直後の句頭の基本周波数のリ
セットが確認された。このような英語母語話
者による強勢衝突回避のストラテジーは、文
レベルでの強勢配置を再考する契機となり、
変異研究を応用して好韻律性の具現として
の英語のリズムを研究することに至った。 
 
２．研究の目的 
（１）英語の好韻律性を明らかにするために
時間軸に沿った強勢の刻み方の実証的研究
として、韻律音韻論の枠組みで歌を利用して
音符（リズム・パターン）と言語テクスト（歌
詞）のマッピングを分析・検討する。 
 
（２）類型論的にリズムの異なる英語と日本
語において、音符と言語テクストのマッピン
グの相違点を探り、英語母語話者が無意識の
うちに内在化しているリズムに関する直観
を言語学的な観点から明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）①日本語と英語といったリズムを異に
する言語の韻律特徴を比較するための一つ
の切り口として、英語について提案されてい
る「音節配置アルゴリズム」を用い、韻律格
子と音節のマッピングの検討を行う。ヘイズ
(2009)の音節配置アルゴリズムは、大きく 3
つのステップでリズム的に強い位置に強勢
音節を配置していく。その 3つとは次の通り

である。 
(a)強勢のある音節を 1 つずつ、左から右

へ「強」の位置にあてる。これを繰り返した
あと、(b)強勢のない音節を 1 つずつ、それ
らの音節を収納できる数の格子がある、一番
高い格子レベルにおいて、右から左へあてる。
(a)と(b)が適用できるだけ適用されたら、
(c)残りの強勢のない音節を 1 つずつ、それ
らの音節を収納できる数の格子がある、一番
高い格子レベルにおいて、左から右へあてる。 
 

②本研究はリバーマン(Liberman 1975)によ
って提案された韻律格子を採用する。音楽と
の接点を示すために、図１では左端に、韻律
格子の高さに対応する音符を添えてある。x
は等時的に起こるビート（拍）を表し、ビー
トの縦列（高さ）は各ビートの強さを表す。 
韻律格子は西洋音楽の記譜法における拍子
および小節線と同じ役割を果たしている。 
 
 
 
 

 
図１：韻律格子と音符の対応（4分の 4拍子） 
 
（２）先行研究で避けられてきた一般的な歌
について、このアルゴリズムでマッピングは
どの程度まで予測できるのか、またすでに指
摘された以外の問題点はないのか検討する
ために、一定の基準で選択した英語の歌を分
析対象とする。 
 
（３）英語の音節配置アルゴリズムの特徴を 
日本語と比較・検討する。 
 
４．研究成果 
（１）先行研究で用いられたチャンツ以外の
一般的な歌では、休止で小節が始まることが
あるが、音節配置アルゴリズムでは左から右
に一つずつ強勢音節を配置していくので、実
際の楽譜よりアルゴリズムによる予測では
強勢音節同士の間隔が大きくなる傾向にあ
る。さらにアルゴリズムでは音節を伸ばして
発音することは考慮されておらず、楽譜に休
止がある場合、予測と実際の差が生じる。 
 
（２）①句動詞についてアルゴリズムの予測
から外れる傾向が観察される。音節配置アル
ゴリズムは英語の強勢についてその有無に
基づく２つのレベルしか認めていないが、句
動詞の後半が新しい小節を始めることが多
く、強勢の有無に加え第 3のレベルの設定の
必要性を指摘した。この指摘は句や文レベル
の強勢を考慮に入れる必要性を示唆するも
のである。先行研究で提案されているアルゴ
リズムはチャンツにおける音節配置を予測
するものであるとの断りがあるが、一般の歌
にも応用可能性は十分ある。 
 



②また、音節配置アルゴリズムが考慮に入れ
ていない現象として、新情報と旧情報の違い、
および英語の核配置の際に問題となる、内容
語ではあるが実質的な意味が空虚な語
(empty words)へのアクセントも音節をスキ
ャンするときに考慮しなければならないこ
とを指摘した。 
 
③一つの音節が受ける拍の数の逆転も実際
の歌詞では観察される。アルゴリズムは強勢
音節を韻律的に強い位置に配置するので、強
勢音節は必然的により多くの拍をうける。こ
の逆転を指摘した先行研究（Hayes and Kaun 
1996）は「強勢のある短母音と強勢のない長
母音」においてこの現象が観察されるとし、
本研究でも同様の現象が観察された。これは
本来の音節の自然な音声長に拍の数を合わ
せようとする傾向である。 
 
（３）①高低アクセントを特徴とする日本語
の母語話者が強勢アクセントを特徴とする
英語を習得する過程(L2)で、英語の第一強勢
の位置を声の高さ（ピッチ）で置き換えるこ
とはよく観察されるが、言語産出の面でコミ
ュニケーション上、とくに問題になることは
ない。ヘイズ（2009）による音節配置アルゴ
リズムの特徴は、 “stress-to-beat” （音
楽的に強い位置に言語の強勢を合わせる）で
ある。L2 で「強勢」と「声の高さ」が置き換
え可能であるならば、音符と音節のマッピン
グにおいても、次の 2 種類の対応、(i)英語
の「強弱」(trochee)と日本語の「高低」、(ii)
英語の「弱強」(iamb)と日本語の「低高」の
対応、が成り立つのかどうか名詞の例で調べ
た。 
 
②(i)の例として「世界（高低低）」、(ii)の
例として「さくら （低高高）」を歌詞の一部
として含む日本語の歌の楽譜を調べたとこ
ろ、音楽的に強い位置に来る音節は幾通りか
あり、日本語の「高」は音符と音節のマッピ
ングにおいて、必ずしも英語の「強」のよう
には振る舞わないことがわかり、言語産出で
観察される英語－日本語の「強―高」の対応
は、テクスト・セティングにおいては等価で
ないことを明らかにした。 
 
③英語母語話者以外による英語の音符と音
節のマッピングの例では、リズム的に強い位
置に強勢のある音節をあてるという英語母
語話者の直観は必ずしも観察されなかった。 
 
（４）得られた成果について、2013 年韓国で
開催された英語学国際大会（日本音韻論学会
と韓国音韻論・形態論学会との交流として、
日本音韻論学会の推薦により韓国へ派遣さ
れる）、および 2015 年イギリスで開催された
国際音声科学大会において口頭発表を行っ
た。大会参加者より受けたフィードバックを
参考に、テクスト・セティングについて類型

論的な考察をさらに深める。 
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